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1.  平成21年9月期第3四半期の連結業績（平成20年10月1日～平成21年6月30日） 

 

(2) 連結財政状態 

  

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

21年9月期第3四半期 6,965 ― 84 ― 88 ― 24 ―

20年9月期第3四半期 7,957 ― 434 ― 430 ― 235 ―

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

21年9月期第3四半期 907.36 899.46
20年9月期第3四半期 8,691.53 8,423.33

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

21年9月期第3四半期 3,023 1,835 60.7 68,198.11
20年9月期 3,023 1,847 61.1 68,832.67

（参考） 自己資本   21年9月期第3四半期  1,835百万円 20年9月期  1,847百万円

2.  配当の状況 

（注）配当予想の当四半期における修正の有無  無  
 

1株当たり配当金

（基準日） 第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 年間
円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

20年9月期 ― ― ― 1,500.00 1,500.00
21年9月期 ― ― ―

21年9月期 
（予想）

1,000.00 1,000.00

3.  平成21年9月期の連結業績予想（平成20年10月1日～平成21年9月30日） 
（％表示は対前期増減率）

（注）連結業績予想数値の当四半期における修正の有無  無  
なお、業績予想については、平成21年４月30日公表の数値を変更しておりませんが、１株当たり当期純利益は当第３四半期連結累計期間の平均株式数に
より算出しております。 

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 10,086 △1.3 177 △63.1 192 △60.3 92 △66.2 3,443.18
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4.  その他 

(1) 期中における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）  無  

(2) 簡便な会計処理及び四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用  無  

(3) 四半期連結財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表示方法等の変更（四半期連結財務諸表作成のための基本となる重
要な事項等の変更に記載されるもの） 

（注）詳細は５ページ「定性的情報・財務諸表等 ４．その他」をご覧ください。 

(4) 発行済株式数（普通株式） 

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 

１．本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいてお
り、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる仮定及び業績予想のご利用に当たっての注意事項等につい
ては、５ページ「定性的情報・財務諸表等 ３．連結業績予想に関する定性的情報」をご覧ください。 
 
２．当連結会計年度より「四半期財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第12号）及び「四半期財務諸表に関する会計基準の適用指針」（企業会計基
準適用指針第14号）を適用しております。また、「四半期連結財務諸表規則」に従い四半期連結財務諸表を作成しております。 

① 会計基準等の改正に伴う変更 有

② ①以外の変更 無

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 21年9月期第3四半期 27,225株 20年9月期  27,160株

② 期末自己株式数 21年9月期第3四半期  316株 20年9月期  316株

③ 期中平均株式数（四半期連結累計期間） 21年9月期第3四半期 26,846株 20年9月期第3四半期 27,041株
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（参考）平成21年９月期第３四半期（３か月）の連結業績

（平成21年４月１日～平成21年６月30日）　

（百万円未満切捨て）

(1）連結経営成績（３か月） （％表示は対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

21年９月期第３四半期 2,385 － 9 － 11 － △7 －

20年９月期第３四半期 － － － － － － － －

 １株当たり四半期純利益
潜在株式調整後１株当たり

四半期純利益

 円 銭 円 銭

21年９月期第３四半期 △278.46 －

20年９月期第３四半期 － －
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定性的情報・財務諸表等

１．連結経営成績に関する定性的情報

　当第３四半期連結会計期間におけるわが国経済は、一部に持ち直しの動きがみられるものの、世界的な金融危機の

影響や世界景気の下振れ懸念、雇用情勢の一層の悪化を受け、実体経済の先行きについては引き続き厳しい状況が続

くものとみられております。

　当社グループが関連するインターネット広告市場においては、平成20年の広告費が6,983億円（前年比16.3％増：

株式会社電通調査）と引き続き伸長しているものの、景気後退の影響を受け、成長が鈍化しております。そのうち、

当社が専業とするSEM市場は1,575億円（前年比22.9％増）とインターネット広告市場の中でも成長率の高い領域であ

り、また、モバイル広告も913億円（前年比47.0％増）と拡大傾向が続いておりますが、企業業績の低迷や先行き不

安から広告費の削減傾向は続いており、金額規模の低下がみられております。

　このような状況にあって当社グループ（当社、連結子会社１社及び持分法適用会社１社）は、前期に引き続きリス

ティング広告とSEOを中心としたSEM事業を、SEM専業企業として技術志向のマーケティング支援を中心として行って

まいりました。モバイルSEMソリューション、リスティング広告とアフィリエイトマーケティングを組み合わせたマー

ケティングソリューション、自社サイトの運営など関連サービスの提供も進めております。また、持分法適用会社で

ある株式会社レリバンシー・プラスは、広告代理店を専ら対象としたSEMサービス企業としてグループ全体としての

シナジー効果を高めております。さらに、リスティング広告にとどまらない事業展開を進め、ネット広告市場におけ

る競争力強化のため、インターネットメディアレップのリーディングカンパニーであるデジタル・アドバタイジン

グ・コンソーシアム株式会社と業務・資本提携を行いました。これにより、SEM専業会社から、SEMやアフィリエイト

マーケティングを中心として広告主のマーケティングを最適化する「デジタルマーケティングエージェンシー」への

転換を図り、企業価値を向上させてまいります。

　一方、連結子会社である株式会社あいけあは、シニアマーケティング事業として、有料老人ホーム紹介業と介護施

設向け人材紹介業に注力し、有料老人ホームとの提携数は600施設を超えております。

　しかしながら、昨今の世界的景況感や雇用情勢の急激な悪化により、広告費の削減や採用を抑制する企業も発生し

ており、当社クライアントにおいては、業種的に、通販を主とした小売業は概ね堅調に推移しましたが、人材業、金

融業においては広告予算の見直しが相対的に多く見受けられました。このような事業環境にあったため、とりわけリ

スティング広告販売における売上高が減少いたしました。

　収益面では、一貫したSEMサービスの提供により相応の付加価値を維持したため、売上総利益率は概ね前年同期と

同じ水準で推移し、SEO、WEBコンサルティングの利益額については、ほぼ予想の範囲内であったものの、リスティン

グ広告販売の落ち込みによる利益額の低下をカバーするまでには至りませんでした。また、今後の収益貢献の見込み

が低いサイトについて適正に評価したことにより減損損失を計上いたしました。一方、子会社である株式会社あいけ

あについては、主軸となっている介護・医療分野の人材紹介サービスが、雇用情勢の悪化に加え、競合企業が増加し

たことが原因で振るわず、販管費の抑制により損失幅を縮小するにとどまりました。

　以上の結果、当第３四半期連結会計期間における売上高は2,385百万円、営業利益9百万円、経常利益11百万円、四

半期純損失7百万円となりました。

　なお、当第３四半期連結累計期間の経営成績につきましては、売上高は6,965百万円、営業利益は84百万円、経常

利益は88百万円、四半期純利益は24百万円となりました。

※平成21年９月期第１四半期及び平成21年９月期第２四半期に係る連結経営成績に関する定性的情報については、平

成21年９月期第１四半期決算短信（平成21年２月６日公表）及び平成21年９月期第２四半期決算短信（平成21年５

月11日公表）をご参照ください。

　なお、当社グループは、インターネットマーケティング事業の売上高及び営業利益の金額が、全セグメントの売上

高の合計及び営業利益の金額の合計額に占める割合がいずれも90％超であるため、事業の種類別セグメントの業績の

記載を省略しております。

２．連結財政状態に関する定性的情報

　当第３四半期連結会計期間末の総資産は、前連結会計年度末と同水準の3,023百万円となりました。これは主に、

売掛債権の増加により受取手形及び売掛金が129百万円増加するも、配当金の支払及び法人税等の支払に伴う現金及

び預金が277百万円減少したことによるものであります。　

　負債については、前連結会計年度末と比べて12百万円増加し、1,188百万円となりました。これは主に、法人税等

の支払に伴う未払法人税等が122百万円減少するも、仕入債務の増加に伴い買掛金が113百万円増加したことによるも

のであります。　
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　純資産については、前連結会計年度末と比べて12百万円減少し、1,835百万円となりました。これは主に、四半期

純利益24百万円を計上するも、配当金の確定40百万円により利益剰余金が15百万円減少したことによるものでありま

す。　

<キャッシュ・フローの状況>　

　当第３四半期連結会計期間末における現金及び現金同等物（以下「資金」という。）は、前連結会計年度末と比べ

て281百万円減少し、1,035百万円となりました。

　当第３四半期連結累計期間における各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は次のとおりであります。

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

　営業活動の結果、減少した資金は199百万円となりました。これは主に、法人税等の支払額227百万円等の減少要因

があったことによるものであります。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

　投資活動の結果、減少した資金は45百万円となりました。これは主に、預り保証金の受入による収入36百万円等の

増加要因があったものの、敷金及び保証金の差入による支出39百万円及び営業譲受による支出30百万円等の減少要因

があったことによるものであります。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

　財務活動の結果、減少した資金は36百万円となりました。これは主に、配当金の支払額39百万円の減少要因があっ

たことによるものであります。

３．連結業績予想に関する定性的情報

　当第３四半期連結会計期間における連結業績につきましては、平成21年４月30日に公表いたしました連結業績予想

に対し、売上高については概ね計画どおり推移しております。しかし、利益面に関しましては、減損損失の発生によ

り、計画を下回っておりますが、第４四半期連結会計期間においては売上高や利益は計画どおり推移するものと考え

ており、現時点におきまして通期の連結業績予想に変更はありません。

　今後、経済情勢や業務の進捗状況等により変動の可能性が生じた場合には速やかに開示してまいります。

４．その他

（１）期中における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）

該当事項はありません。　

（２）簡便な会計処理及び四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用

該当事項はありません。　

（３）四半期連結財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表示方法等の変更

１．当連結会計年度より「四半期財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第12号）及び「四半期財務諸表に関

する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第14号）を適用しております。また、「四半期連結財務諸表

規則」に従い四半期連結財務諸表を作成しております。

２．所有権移転外ファイナンス・リース取引については、従来、賃貸借取引に係る方法に準じた会計処理によって

おりましたが、「リース取引に関する会計基準」（企業会計基準第13号（平成５年６月17日（企業会計審議会第

一部会）、平成19年３月30日改正））及び「リース取引に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針

第16号（平成６年１月18日（日本公認会計士協会　会計制度委員会）、平成19年３月30日改正））が平成20年４

月１日以降開始する連結会計年度に係る四半期連結財務諸表から適用することができることになったことに伴い、

第１四半期連結会計期間からこれらの会計基準等を適用し、通常の売買取引に係る会計処理によっております。

また、所有権移転外ファイナンス・リース取引に係るリース資産の減価償却の方法については、リース期間を耐

用年数とし、残存価額を零とする定額法を採用しております。

　これによる営業利益、経常利益、税金等調整前四半期純利益及びセグメント情報に与える影響はございません。
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５．四半期連結財務諸表 
（１）四半期連結貸借対照表 

（単位：千円）

当第３四半期連結会計期間末
(平成21年６月30日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成20年９月30日) 

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 1,035,355 1,312,569

受取手形及び売掛金 1,304,692 1,175,612

仕掛品 － 609

その他 161,638 58,301

貸倒引当金 △7,601 △6,800

流動資産合計 2,494,086 2,540,292

固定資産   

有形固定資産   

建物 18,803 14,903

減価償却累計額 △6,965 △5,233

建物（純額） 11,838 9,670

工具、器具及び備品 26,972 24,351

減価償却累計額 △19,168 △15,890

工具、器具及び備品（純額） 7,803 8,460

有形固定資産合計 19,641 18,130

無形固定資産   

のれん 126,907 147,010

その他 11,450 10,922

無形固定資産合計 138,357 157,932

投資その他の資産   

投資その他の資産 399,135 329,095

貸倒引当金 △27,892 △22,073

投資その他の資産合計 371,242 307,021

固定資産合計 529,242 483,084

資産合計 3,023,328 3,023,377

負債の部   

流動負債   

買掛金 967,585 853,788

未払法人税等 45 122,123

賞与引当金 20,484 －

その他 163,324 199,721

流動負債合計 1,151,439 1,175,633

固定負債   

長期預り保証金 36,746 －

固定負債合計 36,746 －

負債合計 1,188,185 1,175,633
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（単位：千円）

当第３四半期連結会計期間末
(平成21年６月30日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成20年９月30日) 

純資産の部   

株主資本   

資本金 536,765 535,140

資本剰余金 526,765 525,140

利益剰余金 816,417 832,323

自己株式 △44,807 △44,807

株主資本合計 1,835,139 1,847,795

評価・換算差額等   

その他有価証券評価差額金 3 △51

評価・換算差額等合計 3 △51

純資産合計 1,835,142 1,847,744

負債純資産合計 3,023,328 3,023,377
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（２）四半期連結損益計算書 
（第３四半期連結累計期間） 

（単位：千円）

当第３四半期連結累計期間 
(自 平成20年10月１日 
 至 平成21年６月30日) 

売上高 6,965,472

売上原価 5,799,815

売上総利益 1,165,656

販売費及び一般管理費 1,081,283

営業利益 84,373

営業外収益  

受取利息 845

受取手数料 2,467

サイト譲渡収入 2,800

その他 2,426

営業外収益合計 8,540

営業外費用  

持分法による投資損失 2,388

保険解約損 1,973

その他 79

営業外費用合計 4,441

経常利益 88,471

特別損失  

減損損失 23,892

特別損失合計 23,892

税金等調整前四半期純利益 64,579

法人税、住民税及び事業税 43,815

法人税等調整額 △3,596

法人税等合計 40,219

四半期純利益 24,359
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（第３四半期連結会計期間） 

（単位：千円）

当第３四半期連結会計期間 
(自 平成21年４月１日 
 至 平成21年６月30日) 

売上高 2,385,654

売上原価 2,002,139

売上総利益 383,514

販売費及び一般管理費 373,763

営業利益 9,750

営業外収益  

受取手数料 674

持分法による投資利益 895

営業外収益合計 1,569

営業外費用  

株式交付費 49

営業外費用合計 49

経常利益 11,270

特別損失  

減損損失 23,892

特別損失合計 23,892

税金等調整前四半期純損失（△） △12,621

法人税、住民税及び事業税 8,387

法人税等調整額 △13,531

法人税等合計 △5,144

四半期純損失（△） △7,477
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（３）四半期連結キャッシュ・フロー計算書 

（単位：千円）

当第３四半期連結累計期間 
(自 平成20年10月１日 
 至 平成21年６月30日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー  

税金等調整前四半期純利益 64,579

減価償却費 34,170

持分法による投資損益（△は益） 2,388

減損損失 23,892

貸倒引当金の増減額（△は減少） 6,619

賞与引当金の増減額（△は減少） 20,484

受取利息及び受取配当金 △845

売上債権の増減額（△は増加） △145,752

たな卸資産の増減額（△は増加） 609

仕入債務の増減額（△は減少） 112,506

未払消費税等の増減額（△は減少） △34,714

その他 △56,851

小計 27,088

利息及び配当金の受取額 845

法人税等の支払額 △227,577

営業活動によるキャッシュ・フロー △199,642

投資活動によるキャッシュ・フロー  

有形固定資産の取得による支出 △6,521

無形固定資産の取得による支出 △3,328

営業譲受による支出 △30,150

投資有価証券の取得による支出 △2,256

敷金及び保証金の差入による支出 △39,657

敷金及び保証金の回収による収入 4,686

預り保証金の受入による収入 36,746

保険積立金の積立による支出 △7,392

保険積立金の解約による収入 2,552

その他 30

投資活動によるキャッシュ・フロー △45,291

財務活動によるキャッシュ・フロー  

株式の発行による収入 3,170

配当金の支払額 △39,964

財務活動によるキャッシュ・フロー △36,794

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △281,728

現金及び現金同等物の期首残高 1,317,084

現金及び現金同等物の四半期末残高 1,035,355
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　当連結会計年度より「四半期財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第12号）及び「四半期財務諸表に関する

会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第14号）を適用しております。また、「四半期連結財務諸表規則」に

従い四半期連結財務諸表を作成しております。

（４）継続企業の前提に関する注記

　該当事項はありません。

（５）セグメント情報

〔事業の種類別セグメント情報〕

　当第３四半期連結累計期間（自　平成20年10月１日　至　平成21年６月30日）　

　インターネットマーケティング事業の売上高及び営業利益の金額は、全セグメントの売上高の合計及び営業利

益の金額の合計額に占める割合がいずれも90％超であるため、事業の種類別セグメント情報の記載を省略してお

ります。

 

〔所在地別セグメント情報〕

　当第３四半期連結累計期間（自　平成20年10月１日　至　平成21年６月30日）　

　本邦以外の国又は地域に所在する連結子会社及び重要な在外支店がないため、該当事項はありません。

 

〔海外売上高〕

　当第３四半期連結累計期間（自　平成20年10月１日　至　平成21年６月30日）　

　海外売上高は、連結売上高の10％未満であるため、海外売上高の記載を省略しております。

 

（６）株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記

　該当事項はありません。
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「参考資料」

前年同四半期に係る財務諸表等

（１）（要約）四半期連結損益計算書

前第３四半期連結累計期間（平成19年10月１日～平成20年６月30日）

前第３四半期連結累計期間
（自　平成19年10月１日
至　平成20年６月30日）

区分 金額（千円）
百分比
（％）

Ⅰ　売上高  7,957,718 100.0

Ⅱ　売上原価  6,641,930 83.5

売上総利益  1,315,788 16.5

Ⅲ　販売費及び一般管理費  881,018 11.0

営業利益  434,769 5.5

Ⅳ　営業外収益    

１．受取利息 1,274   

２．受取手数料 809   

３．保険解約返戻金 351   

４．その他 210 2,646 0.0

Ⅴ　営業外費用    

１．持分法による投資損失 3,624   

２．保険解約損 1,859   

３．その他 1,113 6,597 0.1

経常利益  430,818 5.4

Ⅵ　特別利益    

１．貸倒引当金戻入益 1,553 1,553 0.0

税金等調整前四半期純利益  432,371 5.4

法人税、住民税及び事業税 192,895   

法人税等調整額 4,448 197,343 2.5

四半期純利益  235,027 2.9
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（２）（要約）四半期連結キャッシュ・フロー計算書

前第３四半期連結累計期間（平成19年10月１日～平成20年６月30日）

 
前第３四半期連結累計期間
（自　平成19年10月１日
至　平成20年６月30日）

区分 金額（千円）

Ⅰ　営業活動によるキャッシュ・フロー  

税金等調整前四半期純利益 432,371

減価償却費 25,153

貸倒引当金の減少額 △1,815

受取利息及び受取配当金 △1,274

持分法による投資損失 3,624

売上債権の減少額 124,002

たな卸資産の減少額 579

仕入債務の減少額 △3,858

未払消費税の減少額 △30,760

その他 10,426

小計 558,449

利息及び配当金の受取額 1,274

法人税等の支払額 △237,865

営業活動によるキャッシュ・フロー 321,858

Ⅱ　投資活動によるキャッシュ・フロー  

関係会社株式の取得による支出 △98,000

有形固定資産の取得による支出 △3,887

無形固定資産の取得による支出 △177,357

敷金保証金の増加による支出 △27,116

保険積立金の増加による支出 △8,302

保険積立金の解約による収入 3,170

その他 50

投資活動によるキャッシュ・フロー △311,443

Ⅲ　財務活動によるキャッシュ・フロー  

株式の発行による収入 9,273

財務活動によるキャッシュ・フロー 9,273

Ⅳ　現金及び現金同等物の増加額 19,688

Ⅴ　現金及び現金同等物の期首残高 1,291,201

Ⅶ　現金及び現金同等物の四半期末残高 1,310,890
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（３）セグメント情報

〔事業の種類別セグメント情報〕

前第３四半期連結累計期間（平成19年10月１日～平成20年６月30日）

インターネットマーケティング事業の売上高及び営業利益の金額は、全セグメントの売上高の合計及び営業利

益の金額の合計額に占める割合がいずれも90％超であるため、事業の種類別セグメント情報の記載を省略してお

ります。

 

〔所在地別セグメント情報〕

前第３四半期連結累計期間（平成19年10月１日～平成20年６月30日）

本邦以外の国又は地域に所在する連結子会社及び重要な在外支店がないため、該当事項はありません。

 

〔海外売上高〕

前第３四半期連結累計期間（平成19年10月１日～平成20年６月30日）

海外売上高がないため該当事項はありません。

 

６．その他の情報

該当事項はありません。　
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